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特集　『山口県建設十年計画』と「農工両全」

高橋亀吉『答申案序文草稿』（国立国会図書館憲政資料室蔵「高橋亀吉関係文書」）

　写真は、『山口県建設十年計画』策定に顧問として携わった高橋亀吉博士の手による序文草稿。朱書きによ
る手直しが見て取れる。
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■
計
画
の
は
じ
ま
り

　
「
さ
て
、
県
勢
自
体
は
、
着
実
に
発
展
の
途
上
を
歩

み
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
る
が
、一
面
県
政
個
々

の
施
策
に
お
き
ま
し
て
は
、
長
期
に
わ
た
る
計
画
性
、

安
定
性
に
つ
い
て
の
省
察
が
い
ま
だ
十
分
な
ら
ざ
る
の

う
ら
み
な
し
と
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
特
に
建

設
事
業
を
初
め
と
す
る
生
産
性
の
向
上
面
に
お
き
ま
し

て
、
か
か
る
欠
点
を
補
完
す
る
の
要
、
切
な
る
こ
と
を

認
め
ま
す
る
の
で
、
今
後
に
お
い
て
は
長
期
建
設
計
画

的
な
見
通
し
の
も
と
に
、
行
財
政
能
力
と
の
均
衡
調
整

を
と
り
つ
つ
、
総
合
的
、
具
体
的
施
策
の
設
定
に
当
り

た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。」

　

こ
れ
は
、
昭
和
三
十
三
年
三
月
の
山
口
県
議
会
定
例

会
初
日
の
小
澤
知
事
に
よ
る
議
案
説
明
の
一
部
で
す
。

小
澤
太
郎
知
事
は
昭
和
二
十
八
年
に
初
当
選
し
、
農
山

漁
村
新
生
運
動
や
工
場
誘
致
条
例
に
よ
る
工
業
化
を
推

進
す
る
一
方
で
、
町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
の
県
内
に

お
け
る
町
村
合
併
の
調
整
や
、
昭
和
三
十
一
年
に
財
政

再
建
団
体
と
な
っ
た
県
財
政
の
立
て
直
し
な
ど
、
県
政

の
難
し
い
舵
取
り
を
進
め
な
が
ら
、
昭
和
三
十
二
年
四

月
に
再
選
し
二
期
目
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

■
長
期
計
画
の
策
定

　

昭
和
三
十
二
年
十
二
月
に
岸
内
閣
に
よ
り
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
新
長
期
経
済
計
画
」
を
は
じ
め
、
他
県
で
も

様
々
な
長
期
計
画
が
策
定
さ
れ
た
こ
の
時
代
、
山
口
県

も
長
期
計
画
の
策
定
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
小
澤
知
事
は
経
済
評
論
界

の
大
御
所
で
あ
る
高
橋
亀
吉
博
士
（
旧
徳
山
市
出
身
、

当
時
拓
殖
大
学
教
授
）
を
招
き
ま
す
。
昭
和
三
十
二
年

十
一
月
十
一
日
の
『
防
長
新
聞
』
で
は
、
高
橋
博
士
に

つ
い
て
、「
小
澤
知
事
が
台
湾
総
督
府
時
代
に
台
湾
振

興
計
画
を
樹
て
、
さ
ら
に
朝
鮮
の
国
土
振
興
計
画
を
樹

立
し
た
そ
の
道
の
権
威
者
で
あ
り
、
知
事
と
は
古
く
か

ら
の
知
り
合
い
で
も
あ
る
。」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

翌
十
二
日
に
来
県
し
た
高
橋
博
士
は
約
一
週
間
か
け
て

県
内
各
地
を
視
察
し
ま
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
の
憲

政
資
料
室
が
所
蔵
す
る
「
高
橋
亀
吉
関
係
文
書
」
に
は
、

視
察
の
覚
書
を
は
じ
め
、
計
画
策
定
に
関
係
す
る
様
々

な
史
料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
『
山
口
県
建
設
十
年
計
画
』

　

昭
和
三
十
三
年
二
月
三
日
の
庁
議
で
「
策
定
要
領
」

が
定
め
ら
れ
て
か
ら
一
年
後
の
昭
和
三
十
四
年
二
月
二

日
に
計
画
が
確
定
し
、
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
が
『
山
口
県
建
設
十
年
計
画
』
で
す
。

　

総
説
で
は
、
計
画
樹
立
の
目
的
が
次
の
よ
う
な
言
葉

で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
過
去
の
実
績
の
綿
密
な
分
析
と
検
討
の
上
に
立
ち
、

現
状
を
で
き
る
だ
け
適
確
に
は3

握
し
、
将
来
の
県
経
済

発
展
の
態
勢
の
基
本
線
に
沿
つ
て
今
後
相
当
長
期
に
わ

た
る
見
通
し
を
も
ち
、「
県
民
生
活
の
向
上
と
安
定
」

を
実
現
す
る
た
め
県
は
如
何
な
る
こ
と
を
重
点
的
に
行

う
べ
き
か
、
ま
た
、
国
、
市
町
村
、
公
社
、
公
団
及
び

関
係
機
関
、
団
体
並
び
に
県
民
の
協
力
を
ど
の
よ
う
に

期
待
す
る
か
、
そ
の
方
向
づ
け
を
明
確
に
し
、
あ
く
ま

で
実
現
可
能
な
、
し
か
も
総
合
効
果
の
マ
キ
シ
マ
ム
を

追
求
し
得
る
よ
う
、
昭
和
四
十
二
年
を
一
つ
の
区
切
り

と
し
た
計
画
を
こ
こ
に
樹
立
し
た
も
の
で
あ
る
。」

　

そ
の
計
画
の
中
身
は
、
昭
和
三
十
三
年
度
か
ら
昭
和

四
十
二
年
度
ま
で
の
一
〇
年
間
の
県
行
政
全
般
の
重
点

と
方
針
を
示
し
た
う
え
で
、
国
土
保
全
、
農
林
水
産
、

工
鉱
業
、
交
通
通
信
、
商
業
貿
易
、
福
祉
文
教
、
財
政

金
融
の
各
部
門
ご
と
に
計
画
を
表
し
た
も
の
で
し
た
。

　

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
二
月
、『
山
口
県
建
設
十
年
計
画
』
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県

が
戦
後
策
定
し
た
長
期
計
画
の
な
か
で
、
は
じ
め
て
正
式
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
こ
に
は
「
の
び
の

び
と
し
た
山
口
県
」
の
建
設
を
目
的
と
し
て
、「
農
工
両
全
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

戦
後
初
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
今
日
の
「
や
ま
ぐ
ち
未
来
デ
ザ
イ
ン
21
」
に
も
つ
な
が
る
こ
の
計

画
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
集

『
山
口
県
建
設
十
年
計
画
』
と
「
農
工
両
全
」

高橋亀吉博士
（「高橋亀吉文庫」周南市立中央図書館蔵）
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そ
し
て
、
計
画
を
一
貫
す
る
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ

ら
れ
た
の
が
「
農
工
両
全
」
で
す
。

■
「
農
工
両
全
」

　

総
説
に
よ
る
と
、「
農
工
両
全
」
の
「
農
」
は
第
一

次
産
業
、「
工
」
は
第
二
次
産
業
全
体
を
指
し
、
計
画

の
基
本
と
し
て
、
両
者
の
間
に
介
在
す
る
不
均
衡
を
所

得
、
雇
用
、
地
域
な
ど
の
面
か
ら
指
摘
し
（
左
第
１
表

か
ら
第
３
表
参
照
）、
こ
れ
ら
の
不
均
衡
を
県
の
行
財

政
的
、
施
設
的
施
策
に
よ
り
で
き
る
限
り
是
正
す
る
よ

う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

高
橋
博
士
は
、『
山
口
県
建
設
十
年
計
画
』
の
序
文

の
な
か
で
、
そ
の
不
均
衡
に
つ
い
て
、「
戦
後
に
お
け

る
山
口
県
経
済
は
、
他
県
に
誇
る
に
足
る
輝
か
し
い
発

達
を
示
し
た
が
、
そ
の
特
徴
と
す
る
と
こ
ろ
は
近
代
的

重
化
学
工
業
の
長
足
な
発
展
を
基
軸
と
し
た
も
の
で
あ

つ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
県
経
済
の
発
達
は
、
こ
れ
ま

で
に
お
い
て
は
、
い
わ
ば
自
然
発
生
的
色
合
い
が
多
分

に
あ
つ
て
、
た
め
に
、
一
面
に
は
県
経
済
の
発
達
に
少

か
ら
ぬ
凹
凸
を
生
じ
、
一
面
に
は
近
代
工
業
発
展
そ
の

も
の
に
お
い
て
も
、
或
は
隘
路
を
生
じ
、
或
は
若
干
の

考
慮
を
必
要
と
す
る
事
態
を
伴
う
に
至
つ
て
い
る
。」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
県
経
済
の
均
衡
的

発
展
の
必
要
性
を
説
い
た
の
で
す
。

　
「
農
工
両
全
」
と
い
う
言
葉
は
、
の
ち
の
『
北
浦
開

発
計
画
書
』（
昭
和
三
十
五
年
三
月
、
山
口
県
）
に
も

登
場
し
て
き
ま
す
。
策
定
の
目
的
の
一
節
に
「
山
口
県

建
設
十
年
計
画
は
第
一
次
産
業
＝
「
農
」
と
第
二
次
産

業
＝
「
工
」
の
均
衡
の
と
れ
た
発
展
、
即
ち
「
農
工
両

全
」
と
陰
陽
間
の
「
地
域
格
差
を
是
正
」
す
る
こ
と
を

基
本
理
念
と
し
て
い
る
。」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
。

「
農
工
両
全
」
は
県
全
体
が
一
つ
と
な
っ
て
、
均
衡
的

発
展
を
目
指
す
際
の
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

■
計
画
、
そ
の
後

　

高
度
成
長
期
を
迎
え
た
日
本
経
済
は
著
し
い
発
展
を

遂
げ
、
先
述
の
「
新
長
期
経
済
計
画
」
で
想
定
し
た
規

模
を
大
き
く
上
回
り
、
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
新
た
に

「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」が
定
め
ら
れ
ま
す
。同
様
に『
山

口
県
建
設
十
年
計
画
』
も
ま
た
、
予
想
以
上
に
早
く
見

直
し
が
必
要
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

昭
和
三
十
七
年
六
月
、
県
は
新
た
な
長
期
計
画
と
な

る
「
山
口
県
勢
振
興
の
長
期
展
望
」
を
発
表
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
四
次
を
数
え
た
の
ち
に
、
現
在
の
「
や
ま

ぐ
ち
未
来
デ
ザ
イ
ン
21
」
に
継
承
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

発
展
的
解
消
と
い
う
形
で
そ
の
役
割
を
終
え
た
『
山

口
県
建
設
十
年
計
画
』
は
、
今
日
に
つ
な
が
る
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
の
先
駆
け
で
あ
り
、「
よ
り
よ
き
山
口
県
」

を
目
指
し
た
当
時
の
人
た
ち
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
現
代

史
の
遺
産
で
も
あ
り
ま
す
。
先
に
刊
行
し
た
『
山
口
県

史　

史
料
編　

現
代
２（
県
民
の
証
言 

聞
き
取
り
編
）』

で
、「「
農
工
両
全
」
と
い
う
こ
と
を
私
が
言
い
出
し
た

の
で
す
。」
と
当
時
を
振
り
返
る
小
澤
元
知
事
の
言
葉

か
ら
は
、「
よ
り
よ
き
山
口
県
」
を
目
指
し
た
気
概
と

自
負
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

（
津
枝
）

『県政を語る－阿武郡婦人会「県政を聞く会」での山
口県知事小澤太郎氏講演速記録－』（山口県文書館蔵）
　計画について説明する小澤知事

※「農」「工」両者の間に介在する不均衡として例示された資料
『山口県建設十年計画』（昭和三十四年二月、山口県）より

第１表　県別就業者一人当り個人所得 （単位　千円）

第２表　県別人口１人当り中小工業出荷額の比較 （単位　千円）

（注）１．昭和31年工業統計
　　　２．従業員199人以下の事業所のみ

第３表　地域別生産分布

（注）山口県企画課推計

（単位　％）

（注）昭和30年各県県民所得推計報告書

就 業 者 一 人 当 り 個 人 所 得 額
農　　　業 第二次産業 第三次産業

山 口 県 61.8 170.4 183.2
広 島 県 74.6 159.4 180.1
岡 山 県 78.2 158.3 181.3
福 岡 県 77.2 199.9 198.1

瀬戸内海地域 内陸地域 日本海地域 計
分 布 指 数 78.6 14.6 6.8 100.0

山　口　県 広　島　県 岡　山　県
人口１人当り 　　　

出 荷 額 13.9 30.6 38.5
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部
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

中 世 部 会

　

左
の
写
真
と
翻
刻
文
は
、吉
川
史
料
館
蔵
の「
元げ

ん
こ
う
し
ゃ
く
し
ょ
し
は
い
も
ん
じ
ょ

亨
釈
書
紙
背
文
書
」
に
記

さ
れ
た
闘
茶
の
記
録
で
す
。
闘
茶
と
は
、
本
茶
（
栂と

が
の
お尾
の
お
茶
、
の
ち
に
は

宇
治
の
お
茶
）
と
非
茶
（
本
茶
以
外
の
産
地
の
お
茶
）
と
を
飲
み
比
べ
て
、

そ
の
銘
柄
を
当
て
る
と
い
う
、「
寄
合
」
の
遊
び
で
、
鎌
倉
時
代
末
か
ら
室

町
時
代
初
期
に
か
け
て
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

左
の
史
料
に
即
し
て
い
う
と
、一
〜
三
の
非
茶
を
試
飲
し
た
後
、一
〜
三
と
本
茶
（
客

茶
と
も
い
い
、「
ウ
」
で
示
さ
れ
る
）
が
、右
端
に
記
さ
れ
た
順
番
で
十
服
出
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
を
、
上
に
記
さ
れ
た
「
花
」
か
ら
「
木
」
ま
で
の
十
一
人
が
飲
み
比
べ
て
、
銘
柄

を
当
て
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
こ
の
中
で
、「
山
」
は
、
十
服
全
て
の
銘
柄
を
当
て
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
席
で
は
、
参
会
者
に
よ
る
様
々
な
情
報
交
換
も
行
わ

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
村
田
珠
光
・
武
野
紹
鷗
を
経
て
、
千
利
休
に
よ
り
「
侘
び
茶
」
が
大
成
さ

れ
る
と
、
闘
茶
の
風
習
は
し
だ
い
に
下
火
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
闘
茶
の

果
た
し
た
文
化
的
・
政
治
的
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

（
担
当　

今
地
・
古
屋
・
岡
松
・
河
村
）

近 世 部 会

　

財
政
難
に
苦
し
む
多
く
の
藩
で
は
、
そ
の
補
塡
の
た
め
家
臣
や
地
下
に
馳

走
米
を
課
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
萩
藩
の
場
合
、
家
臣
の
馳

走
米
は
最
大
で
半
知
。
こ
の
と
き
、
一
〇
〇
石
取
り
の
家
臣
は
年
貢
率
「
四

つ
成
」
を
乗
じ
た
四
〇
石
の
収
入
か
ら
、半
分
の
二
〇
石
を
拠
出
し
ま
し
た
。

こ
の
数
値
は
厳
し
い
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
名
と
家
臣
は
主
従
関
係
で
結
ば
れ
、
大
名
は
家
臣
へ
知
行
や
俸
禄
を

与
え（
御
恩
）、家
臣
は
軍
役
ほ
か
家
中
役
を
勤
め
ま
し
た（
奉
公
）。そ
の
た
め
、
家
臣
は

そ
れ
ぞ
れ
家
臣
（
藩
主
か
ら
み
る
と
陪
臣
、
又
者
・
又
家
来
な
ど
と
い
う
）
を
召
し
抱

え
て
い
ま
し
た
。
萩
藩
の
一
門
八
家
や
寄
組
な
ど
で
禄
高
の
多
い
家
臣
は
、
陪
臣
の
数

も
多
く
、
彼
ら
に
対
す
る
知
行
や
俸
禄
も
多
額
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

左
の
写
真
は
、
萩
藩
永
代
家
老
益
田
氏
の
家
老
・
清
水
益
田
氏
に
伝
わ
っ
た
益
田
領

の
馳
走
米
の
記
録
で
す
。
最
大
値
は
三
〇
石
。
こ
の
と
き
、
一
〇
〇
石
取
り
の
家
臣
の

収
入
は
一
〇
石
と
な
り
ま
す
。
や
む
を
得
な
い
と
は
い
え
、
こ
の
数
値
は
無
茶
苦
茶
厳

し
い
も
の
で
す
。
藩
財
政
の
悪
化
は
、
家
臣
や
陪
臣
の
家
計
を
直
撃
し
た
の
で
し
た
。

（
担
当　

河
本
・
宮
﨑
・
湯
谷
・
小
田
）

闘
茶
（
茶
寄
合
）
の
記
録

ご
無
体
な

「十種茶勝負記」（上）（吉川史料館蔵「元亨釈書紙
背文書」）とその翻刻文（下）（『山口県史 史料編
中世４』所収）

享保以来段分（上）と寛政九年の記載の一部（下）
（「清水益田家文書」 萩市須佐歴史民俗資料館
蔵）
　百石未満の家臣の馳走米は逓減されているこ
とがわかる。
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部
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

維 新 部 会

　

幕
末
の
尊
皇
攘
夷
の
志
士
梅
田
雲
浜
（
小
浜
藩
士
）
は
、
大
老
井
伊
直
弼

に
よ
る
安
政
の
大
獄
で
摘
発
、
京
都
で
捕
縛
後
江
戸
に
送
ら
れ
、
獄
中
で
病

死
し
ま
す
。
雲
浜
の
墓
は
、
海
禅
寺
（
東
京
都
台
東
区
）・
安
祥
院
（
京
都

市
東
山
区
）・
松
源
寺
（
福
井
県
小
浜
市
）
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
坂
本
龍

馬
の
墓
が
あ
る
京
都
霊
山
護
国
神
社
に
も
雲
浜
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

奈
良
県
大
和
高
田
市
に
も
雲
浜
の
遺
蹟
顕
彰
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
町
は

江
戸
時
代
中
期
以
降
、
大
和
綿
業
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
周
辺

に
は
、
多
く
の
古
墳
群
・
藤
原
京
跡
な
ど
を
有
す
る
橿
原
市
、
明
日
香
村
、

桜
井
市
、
古
い
町
屋
建
築
や
山
口
に
も
ゆ
か
り
の
あ
る
中
山
忠
光
も
加
わ
っ
た
天
誅
組

の
変
で
も
有
名
な
五
條
市
が
あ
り
ま
す
。

　

妻
を
早
く
に
亡
く
し
た
雲
浜
は
、
五
條
の
森
田
節
斎
を
頼
っ
て
大
和
に
赴
い
た
際
、

こ
の
地
で
経
済
力
を
誇
っ
た
村
島
氏
一
族
の
娘
を
後
妻
と
し
て
迎
え
ま
す
。
そ
の
後
、

当
時
長
州
藩
の
中
枢
で
塩
・
綿
・
蠟
な
ど
産
物
を
奨
励
、
そ
の
販
路
を
広
め
る
政
策
を

進
め
た
坪
井
九
右
衛
門
に
村
島
氏
を
紹
介
し
、
上
方
と
の
物
産
交
易
を
実
現
さ
せ
ま
し

た
。
こ
う
し
て
、
海
の
な
い
大
和
に
は
長
州
産
の
塩
が
、
木
綿
織
生
産
を
し
て
い
た
長

州
に
は
良
質
で
安
価
な
原
材
料
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　

今
年
度
、刊
行
予
定
の『
史
料
編　

幕
末
維
新
５
』で
は
、こ
こ
で
紹
介
し
た
上
方
と
の

物
産
交
易
に
関
す
る
史
料
を
収
録
す
る
予
定
で
す
。 

（
担
当　

阿
比
留
・
宮
本
・
村
里
）

近 代 部 会

　

近
世
の
五
街
道
の
起
点
と
し
て
知
ら
れ
る
東
京
日
本
橋
。
現
在
の
日
本
橋

は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
完
成
の
一
九
代
目
に
あ
た
り
ま
す
。
美

観
と
耐
久
性
に
優
れ
た
こ
の
石
造
二
連
ア
ー
チ
橋
の
設
計
者
は
岩
国
出
身
の

米
元
晋
一
。
東
京
市
の
土
木
技
師
で
あ
っ
た
米
元
は
、
欧
米
視
察
で
得
た
上

下
水
道
敷
設
に
関
す
る
先
進
の
知
見
を
活
か
し
て
、
東
京
に
近
代
的
な
下
水

処
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
こ
と
で
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
正
か
ら
昭
和

に
か
け
て
は
、
県
下
の
宇
部
や
岩
国
で
の
上
水
道
整
備
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
初
期
に
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
に
留
学
、
工
部
省
や
開
拓
使
へ
の
勤
務
を
経
て
、
日

本
鉄
道
会
社
で
鉄
道
敷
設
（
青
森
・
盛
岡
間
な
ど
）
に
あ
た
っ
た
の
が
萩
出
身
の
鉄
道

技
師
小
川
資
源
で
す
。
赤
間
関
・
萩
間
の
陰
陽
連
絡
線
「
長
門
鉄
道
」
の
建
設
が
企
図

さ
れ
る
と
、
敷
設
プ
ラ
ン
策
定
に
あ
た
っ
て
小
川
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ

と
が
「
長
門
鉄
道
方
針
意
見
書
」（
明
治
二
十
九
年
）
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
同
じ
頃
、

小
川
が
注
目
し
た
の
が
秋
吉
地
方
で
産
出
さ
れ
る
大
理
石
で
、
こ
の
富
源
の
開
発
は
、

「
秋
吉
台
の
聖
者
」
と
呼
ば
れ
た
本
間
俊
平
の
手
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

　

中
央
で
活
躍
し
た
技
術
者
が
郷
土
に
残
し
た
足
跡
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
も
、
県
史

編
さ
ん
の
過
程
で
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
一
面
で
す
。

（
担
当　

淺
川
・
木
下
・
田
村
）

治明

梅田雲浜遺蹟顕彰碑（上）と村島家
住宅（下）

長門鉄道敷設に向けての「方針意見書」
（上）と「路線略図」（下） 
( 山口県文書館蔵 )

梅
田
雲
浜
と
長
州
藩

技
術
者
の
あ
し
あ
と
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部
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

現 代 部 会

　

今
年
は
山
口
県
で
四
八
年
ぶ
り
と
な
る
「
お
い
で
ま
せ
!
山
口
国
体
」
が

開
催
さ
れ
、
お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
が
、
山
口
県
で
の
前
回
大
会
と

な
る
第
18
回
国
民
体
育
大
会
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
年
の
昭
和
三
十
八

年
（
一
九
六
三
）
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
会
に
先
立
っ
て
実
施
さ
れ
た

炬
火
リ
レ
ー
で
は
、
炬
火
を
と
も
す
採
火
場
所
が
ど
こ
に
な
る
か
も
当
時
の

関
心
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
『
防
長
新
聞
』
に
よ
る
と
、
自
薦
他
薦
様
々
な
案
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
関
の

捕
鯨
船
を
利
用
し
て
赤
道
直
下
で
採
火
す
る
案
や
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
海
底
炭
田
の

宇
部
興
産
宇
部
鉱
業
所
で
採
火
す
る
案
を
は
じ
め
、
松
陰
神
社
、
巌
流
島
、
鳳
翩
山
、

玉
祖
神
社
、
秋
吉
台
な
ど
が
採
火
場
所
に
名
乗
り
を
挙
げ
、
最
終
的
に
は
県
下
の
最
高

峰
で
あ
る
寂
地
山
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
八
年
十
月
二
十
四
日
、
寂
地
山
の
山
頂
で
厳
か
に
採
火
式
が
行
わ
れ
、
火

打
ち
石
で
採
火
さ
れ
た
炬
火
は
、
当
時
の
錦
町

－

都
濃
町

－
下
松
市

－

徳
山
市

－

南
陽

町

－

防
府
市

－

小
郡
町

－

山
口
市
と
つ
な
が
れ
、
二
十
六
日
に
は
県
庁
に
到
着
し
て
い

ま
す
。
翌
日
に
は
男
子
マ
ラ
ソ
ン
代
表
と
し
て
ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
貞

永
信
義
選
手
に
よ
り
炬
火
台
に
点
火
さ
れ
、
第
18
回
国
民
体
育
大
会
の
幕
が
開
け
た
の

で
す
。 

（
担
当　

津
枝
・
山
本
・
林
）

自ら第四走者としてリレーに臨む当時
の樋口錦町長（上）（山口県文書館蔵）と
リレーの様子／岩国市錦町広瀬（下）
（岩国市／藤原カメラ店提供）

炬き
ょ

火か

リ
レ
ー

　

江
戸
時
代
、
河
村
瑞
賢
に
よ
る
西
廻
り
航
路
の
整
備
は
、
近
世
下
関

の
港
湾
と
し
て
の
重
要
性
を
高
め
る
契
機
と
な
り
ま
す
。
下
関
（
赤
間

関
、
馬
関
）
は
「
繁
華
大
坂
に
類
せ
り
」、「
出
船
千
艘
・
入
船
千
艘
」

と
い
わ
れ
、
各
地
の
廻
船
が
立
ち
寄
り
、
人
・
物
・
情
報
が
集
散
、
各

地
を
結
ぶ
中
継
港
と
し
て
繁
栄
し
ま
す
。
幕
末
期
に
は
島
津
斉
彬
を
し

て
「
開
市
場
ニ
宜
シ
キ
地
ナ
リ
」
と
言
わ
し
め
た
良
港
で
し
た
。 

　

繁
栄
の
中
心
で
あ
っ
た
赤
間
関
一
〇
数
町
は
長
府
藩
領
、
そ
の
ほ
か
、
竹
崎
浦
は
清

幕
末
の
下
関

末
藩
領
、
伊
崎
新
地
（
今
浦

開
作
）
は
長
州
本
藩
領
に
属

し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
伊
崎

新
地
は
、
幕
末
の
一
時
期
、

中
野
半
左
衛
門
ら
豪
農
商
が

薩
摩
や
五
島
・
越
前
な
ど
と

の
藩
際
交
易
に
乗
り
出
す
拠

点
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
刊
行
予
定
の
『
史

料
編　

幕
末
維
新
５
』
は
、

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

一
五
才
の
狩
野
芳
崖
が
描
い

た
と
い
わ
れ
る
「
馬
関
真
景

図
巻
」
を
付
録
と
し
、「
赤

間
関
絵
図
」（
下
関
市
立
長

府
博
物
館
蔵
）
を
は
じ
め
、

伊
崎
新
地
の
図
な
ど
多
数
の

下
関
の
絵
図
を
収
録
す
る
予

定
で
す
。 

（
阿
比
留
）

近世後期の下関概略図（『下関市史』藩制－市制施行より転載）

県史アラカルト 7
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今
年
の
十
二
月
放
送
に
な
る
司
馬
遼
太
郎
原
作
、
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ
「
坂

の
上
の
雲　

第
3
部
」
に
、
日
露
戦
争
二
〇
三
高
地
の
攻
城
砲
兵
司
令
官
・
豊
島
陽
蔵

役
で
出
演
し
ま
す
。           

　

乃
木
希
典
の
部
下
で
す
。       

　

一
昨
年
、
役
作
り
の
た
め
に
東
京
の
乃
木
会
館
を
訪
ね
る
と
、
彼
が
師
事
し
た
の
は 

松
下
村
塾
を
作
っ
た
長
州
藩
士
・
玉
木
文
之
進
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
吉
田
松 

陰
の
叔
父
に
あ
た
り
勉
学
を
教
え
た
そ
の
人
で
も
あ
り
ま
す
。 

　

間
も
な
く
し
て
仕
事
で
山
口
に
戻
っ
た
折
り
に
、
僕
が
生
ま
れ
育
っ
た
小
郡
町
（
現

山
口
市
）
の
海
善
寺
に
玉
木
文
之
進
の
息
子
彦
助
の
墓
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
小
さ

な
縁
（
ゆ
か
り
）
も
芝
居
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
ふ
る
さ
と
の
町
を

眺
め
る
軽
い
気
持
ち
で
そ
の
墓
に
手
を
合
わ
せ
に
出
向
い
て
み
ま
し
た
。

　

寺
の
入
り
口
に
石
碑
が
あ
り
ま
し
た
。
郷
土
の
画
家
で
あ
り
儒
学
者
の
遠
藤
柳
斉
を

偲
ぶ
碑
で
し
た
。
な
ん
と
、
柳
斉
は
僕
の
高
祖
父
（
曾
祖
父
の
父
）
な
の
で
す
。
し
か

も
、
そ
の
年
は
柳
斉
の
没
後
百
年
。
そ
れ
を
知
っ
た
時
は
鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
。

　

海
善
寺
が
所
蔵
し
て
い
る
高
祖
父
の
絵
の
中
に
自
画
像
が
あ
り
、
初
め
て
そ
の
顔
を 

知
り
ま
し
た
。

　

役
が
導
い
て
く
れ
た
の
か
高
祖
父
が
導
い
て
く
れ
た
の
か
、偶
然
の
出
会
い
に
驚
き
、

そ
し
て
感
謝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
下
幸
之
助
夫
婦
を
描
い
た
N
H
K
土
曜
ド
ラ
マ
「
神
様
の
女
房
」（
平
成

二
十
三
年
十
月
十
五
日
放
送
）
で
は
、
終
戦
間
際
の
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
の
松
下
電

器
に
倒
産
の
大
危
機
を
も
た
ら
す
海
軍
大
佐
役
を
演
じ
ま
し
た
。
こ
の
時
は
満
州
鉄
道

を
接
収
し
た
時
の
陸
軍
大
佐
・
遠
藤
俊
雄
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。
僕
の
祖
父
で
す
。

腹
の
底
か
ら
湧
き
出
る
熱
い
血
潮
に
我
な
が
ら
驚
き
ま
し
た
。  

ふるさと山口・26

役
が
導
い
た
ふ
る
さ
と
自
分
史

俳
優　

川
野　

太
郎

刷
頒
布
、
③
史
談
会
の
開
催
が
事
業
目
標
で
し
た
。
防
府
史
料
は
、
同
十
八
年
ま
で
に

四
輯
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
争
の
た
め
中
断
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
旧
『
防
府

市
史
』
上
・
下
・
続
の
三
冊
が
同
三
十
五
年
に
全
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

史
料
を
保
存
す
る
必
要
か
ら
、
同
三
十
六
年
に
防
府
史
料
保
存
会
と
改
称
し
再
興
さ
れ

ま
し
た
。
同
四
十
年
よ
り
出
版
事
業
は
防
府
図
書
館
に
移
り
、
以
後
毎
年
刊
行
し
て
い

ま
す
。 

　

同
四
十
二
年
に
現
在
の
名
称
で
あ
る
防
府
史
談
会
と
し
て
再
発
足
し
ま
し
た
。
三
坂

圭
治
氏
に
よ
り
同
二
十
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
防
府
の
今
昔
』
を
、
同
四
十
二
年
十
二

月
十
五
日
に
防
府
史
談
会
に
よ
り
明
治
一
〇
〇
年
記
念
事
業
と
し
て
再
版
し
ま
し
た
。

同
四
十
六
年
に
史
談
会
研
究
誌
と
し
て
、『
佐
波
の
里
』
を
創
刊
し
、
毎
年
出
し
て
い

ま
す
。                                                             

　

史
談
会
の
毎
年
の
活
動
事
業
に
、
①
総
会
及
び

記
念
講
演
、
②
会
員
の
研
究
発
表
、
③
高
校
生
対

象
の
歴
史
勉
強
会
（
知
っ
ち
ょ
る
防
府
・
高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
）、
④
古
文
書
講

座
、
⑤
歴
史
講
座
、
⑥
文
化
講
演
会
、
⑦
社
寺
訪

問
、
⑧
郷
土
史
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
の
開

催
、
⑨
会
誌
『
佐
波
の
里
』
発
行
が
あ
り
ま
す
。

会
員
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
、
平
成
十
六
年
に

『
防
府
市
内
の
狛
犬
』、
同
十
九
年
に
『
防
府
の
鳥

居
』
を
刊
行
し
、
同
二
十
三
年
九
月
に
『
防
府
霊

場
八
十
八
ヶ
所
め
ぐ
り
』
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

（
会
長　

脇　

正
典
）

　

事
務
局　

防
府
市
栄
町
一
丁
目
五

－

一
ル
ル
サ
ス
内　

防
府
市
立
図
書
館

　

会　

誌　
『
佐
波
の
里
』
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
三
九
号
発
行

　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
当
時
の
小
山
防
府
町
長
ら
が
発

起
人
と
な
り
、
防
府
郷
土
史
料
保
存
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
存
会
は
、
①
郷
土
史
料
の
保
存
研
究
、
②
重
要
史
料
の
印

防
府
史
談
会

地域に根ざす・27

平成23年度 総会記念講演 講師山本栄一郎氏
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化
と
対
外
経
済
関
係
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し

た
。

　

朝
鮮
半
島
に
隣
接
す
る
と
い
う
地
理
的
条
件
を

活
か
し
、
東
ア
ジ
ア
と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
て
経

済
的
に
発
展
し
た
近
代
の
山
口
県
の
様
子
を
語
ら

れ
た
講
演
は
大
変
興
味
深
い
も
の
で
、
参
加
者
を

終
始
惹
き
付
け
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
の
概
要
は
、
来
年
三
月
に
発
行
す
る

『
山
口
県
史
研
究
』
第
二
〇
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

　

去
る
十
一
月
五
日
、山
口
市
の「
山

口
県
教
育
会
館
」
を
会
場
に
第
二
〇

回
山
口
県
史
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
師
は
、
山
口
県
史
編
さ
ん
専
門

委
員
の
木
村
健
二
先
生
（
下
関
市
立

大
学
教
授
）
で
、「
山
口
県
の
近
代

▼
今
後
の
刊
行
予
定
巻
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。         

　

 

『
通
史
編　

中
世
』
は
、院
政
が
開
始
さ
れ
た
応
徳
三
年
（
一

〇
八
六
）
か
ら
一
六
世
紀
後
半
の
毛
利
氏
に
よ
る
防
長
支
配
の

時
代
に
か
け
て
、
土
地
制
度
の
変
遷
と
農
民
の
生
活
実
態
、
大
内
氏
の
領
国

経
営
、
東
ア
ジ
ア
と
の
交
流
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
の
関
わ
り
な
ど
、
中
世

の
山
口
を
概
観
し
ま
す
。 

　
『
史
料
編　

近
世
６
』
は
、
萩
藩
領
の
長
門
部
の
文
書
を
中
心
に
藩
政
文

書
だ
け
で
は
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
諸
制
度
の
成
立
（
改
変
）
に
関
連

す
る
も
の
や
、
人
々
の
諸
活
動
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
か
つ
特
徴
的
な
史

料
を
収
録
し
ま
す
。 

　
『
史
料
編　

幕
末
維
新
５
』
は
、
長
州
藩
の
財
政
基
盤
を
解
明
し
、
幕
末
期
長
州
藩

の
経
済
発
展
段
階
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
産
物
方
の
史
料
を
は
じ
め
明
治
初
年
の
藩

財
政
や
経
済
状
態
が
把
握
で
き
る
史
料
を
多
面
的
に
収
録
し
ま
す
。
ま
た
、
他
藩
と
の

交
易
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
長
州
藩
側
の
史
料
だ
け
で
な
く
、
交
易
相
手

側
の
史
料
も
収
録
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

講演中の木村先生

こちら
県史編さん室


